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質
問
：
市
長
に
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し

て
頂
き
た
い
と
思
う
が
考
え
を
伺
い

た
い
。

答
弁
：
子
育
て
日
本
一
を
目
指
す
本

市
に
お
い
て
、
職
員
が
自
ら
率
先
し

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
励
む
こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
大
変
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
仕
事
と

家
庭
の
両
立
に
は
、
男
性
職
員
の
積

極
的
な
育
児
へ
の
参
加
は
不
可
欠
で

す
。
市
職
員
が
率
先
し
て
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
践
し
、
男

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
よ
う
促
す

こ
と
は
使
用
者
と
し
て
の
私
の
重
要

な
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
い

つ
や
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ

に
市
長
と
し
て
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
致

し
ま
す
。

質
問
：
企
業
、
団
体
な
ど
に
も
声
か

け
を
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
で
イ
ク

ボ
ス
宣
言
を
し
て
頂
く
こ
と
は
で
き

な
い
か
伺
い
た
い
。

答
弁
：
松
山
市
の
合
同
宣
言
式
と

い
っ
た
例
を
参
考
に
、
一
般
企
業
に

呼
び
か
け
と
い
う
部
分
も
含
め
て
、

何
ら
か
の
形
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
：
幕
末
の
黒
羽
藩
、
そ
し
て
幕

府
の
陸
海
軍
を
率
い
た
黒
羽
藩
第　
15

代
藩
主
大
関
増
裕
公
の
功
績
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
弁
：
大
関
増
裕
公
は
、
遠
江
国
横

須
賀
藩
の
出
身
で
、
大
関
家
の
養
子

と
な
り
家
督
を
相
続
、
黒
羽
藩
第　
15

代
藩
主
に
な
り
ま
す
。
江
戸
幕
府
講

武
所
奉
行
や
陸
軍
・
海
軍
の
初
代
奉

行
な
ど
を
歴
任
、
幕
府
の
軍
政
改
革

に
努
め
ま
す
。
勝
海
舟
ら
と
と
も
に

陸
海
軍
の
装
備
や
戦
法
、
技
術
の
充

実
に
当
た
り
ま
し
た
。
外
様
大
名
と

し
て
は
異
例
の
若
年
寄
に
就
任
、
幕

閣
の
一
員
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
増
裕
公
没
後
1
5
0
年
に
際

し
何
ら
か
の
記
念
行
事
の
計
画
を
し

て
は
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
弁
：
増
裕
は
、
慶
応
3
年　

月
9

12

日
に　

歳
の
若
さ
で
不
慮
の
死
を
遂
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げ
ま
す
。
こ
の
日
は
、
新
暦
で
1
8

6
8
年
1
月
3
日
に
当
た
り
、
没
後

1
5
0
年
は
平
成　

年
1
月
3
日
に

30

な
り
ま
す
。
増
裕
を
取
り
上
げ
た
展

示
は
、
平
成　

年
度
に
栃
木
県
立
博

16

物
館
で
大
々
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
展
示
に
学
び
な
が
ら
、
平
成　
30

年
度
に
黒
羽
芭
蕉
の
館
を
会
場
に

「
幕
末
期
の
江
戸
幕
府
で
活
躍
し
た

黒
羽
藩
主
大
関
増
裕
」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
企
画
展
の
開
催
や
図
録
の

発
行
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
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一般質問 男
性
の
育
児
参
加

に
つ
い
て

黒
羽
藩
第
15
代
藩
主

大
関
増
裕
公
に
つ
い
て




